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９
月
15
日(
土)
、
16
日(

日)

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
錦
城
祭
。
２
日
間
で
約
５

３
０
０
人
と
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。
後
夜
祭
で
は
、
男

女
逆
転
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な
企
画
で
会
場
が
一
体
と
な
り
、
大
盛
況
の
２
日
間
は

幕
を
閉
じ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 

 
 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

多くの飲食店が立ち並ぶバスケコートは来場者や錦城生で賑わいをみせる 

 
 

 

「
な
り
た
い
自
分
」
に
な
る
物
語 

 

錦
城
祭
１
日
目
、
１
Ｅ
は
演
劇

『
理
想
郷
』
を
上
演
し
た
。
自
分
に

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
く
高
校
生

の
雫
を
主
人
公
に
物
語
は
進
む
。

日
常
生
活
で
失
敗
続
き
の
雫
が
あ

る
日
を
境
に
理
想
の
「
な
り
た
い

自
分
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
だ
。 

照
明
や
事
前
に
収
録
し
た
音

声
、
手
作
り
の
暗
幕
を
効
果
的
に

使
っ
た
演
劇
は
、
小
さ
い
舞
台
な

が
ら
と
て
も
臨
場
感
の
あ
る
劇
に

な
っ
て
お
り
、
会
場
は
立
見
す
る

人
が
出
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
。 

 ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て 

お
と
ぎ
話
の
世
界
へ 

 

旧
校
舎
６
階
で
行
列
を
作
る
１

Ｃ
の
「Tale 

wanderer

」
。
ト
ロ

ッ
コ
に
乗
っ
て
、
崩
れ
ゆ
く
「
白
雪

姫
」
「
赤
ず
き
ん
」
「
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
」
の
世
界
を
救
う
と
い
う
体
験

型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
。 

案
内
係
の
男
子
生
徒
は
「
美
術

ク
ラ
ス
を
活
か
し
た
く
て
こ
の
企

画
に
し
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
笑

顔
が
見
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
！
」

と
話
す
。
教
室
内
で
は
、
お
と
ぎ
話

の
登
場
人
物
に
扮
し
た
生
徒
た
ち

が
全
力
で
演
技
を
し
、
搭
乗
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
。 

  

老
若
男
女
が
楽
し
め
る
縁
日 

 
２
Ｂ
の
企
画
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
を

テ
ー
マ

に
し
た

縁
日

「
２
Ｂ 

story 
mania

」
。
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く

い
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
輪
投
げ
、
的
あ

て
の
コ
ー
ナ
ー
を
回
る
と
景
品
の

お
菓
子
を
貰
え
る
。
ヨ
ー
ヨ
ー
す

く
い
で
は
、
取
れ
な
か
っ
た
場
合

室
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
盛

況
と
な
っ
て
い
た
。 

 

あ
の
有
名
ゲ
ー
ム
の
世
界
へ 

 

３
Ｌ
は
有
名
な
ス
ー
パ
ー
マ
リ

オ
の
世
界
を
新
校
舎
６
階
の
教
室

で
再
現
。
お
客
さ
ん
は
ス
ー
パ
ー

マ
リ
オ
に
ち
な
ん
だ
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の

中
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
ゴ
ル

フ
・
釣
り
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
４
つ
の

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
た
。 

釣
り
で
は
ク
リ
ッ
プ
が
つ
い
た

イ
カ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、
先
端

に
磁
石
が
つ
い
た
釣
り
竿
で
釣
り

上
げ
そ
の
得
点
を
競
う
。
他
の
ゲ

ー
ム
も
難
易
度
は
易
し
め
で
老
若

男
女
誰
で
も
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
と

な
っ
て
い
た
。 

４
つ
の
ゲ
ー
ム
を
終
え
る
と
、

成
績
に
応
じ
て
お
菓
子
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。 

 

空
手
道
、
迫
力
の
演
武
会 

 

錦
城
祭
２
日
目
、
第
一
体
育
館

で
空
手
道
部
の
演
武
会
が
行
わ
れ

９
月

16
日(

日)

の
錦
城
祭
２

日
目
終
了
後
、
後
夜
祭
が
行
わ
れ

た
。
映
画
研
究
部
の
作
っ
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
映
像
が
流
れ
る
と
手
拍

子
や
歓
声
が
体
育
館
中
に
響
い

た
。
最
初
は
サ
ッ
カ
ー
部
を
始
め

と
す
る
男
女
逆
転
仮
装
コ
ン
テ
ス

ト
。
サ
ッ
カ
ー
部
はRADIOFISH

の

『ULTRA 
TIGER

』
を
披
露
。
三
つ

編
み
の
髪
型
を
し
た
カ
ツ
ラ
を
被

っ
た
り
、
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
り

し
た
部
員
が
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
。

ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
に
よ
る
演
出
も
あ

り
会
場
を
沸
か
せ
る
。 

男
女
逆
転
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
の

後
は
、
個
人
企
画
の
発
表
が
さ
れ

２
年
男
子
生
徒
３
人
組
ブ
ル
ゾ
ン

し
お
ねwith 

KB

が
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
を
飾
り
、
会
場
か
ら
笑
い
が

起
こ
る
。
司
会
の
新
宝
改
革
は
漫

才
を
披
露
し
た
。
２
年
女
子
生
徒

３
人
組NAZOMEN3

は
絢
香×

コ
ブ

渦
に
包
ま
れ
た
。
新
司
会
のCRAZY

×
CRAZY

は
前
任
と
は
ま
た
違
っ

た
芸
風
の
漫
才
を
披
露
し
、
観
客

を
魅
了
し
た
。 

後
夜
祭
の
最
後
は
お
な
じ
み
の

「
リ
ー
ゼ
ン
ト
」
で
締
め
る
。
会
場

か
ら
も
大
き
な
声
が
響
き
、
会
場

は
一
体
化
し
終
了
。
新
宝
改
革
が

「
司
会
の
企
画
が
２
つ
あ
り
ま
し

た
が
、
み
ん
な
の
協
力
の
お
か
げ

で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
人
が
後
夜
祭
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
ど
ん
ど
ん
企
画
に
参

加
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
後
夜
祭

を
締
め
た
。 

 
 

      
(

杏) 

今
朝
、
近
所
で
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て

い
る
高
校
生
を
見
た
。
毎
朝
の
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
人
達
を

目
に
す
る
。
近
く
に
登
校
中
の
小
学
生
が
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ス
マ
ホ
に
目
線
を
落
と
し
な
が
ら
走
っ
て
い
く
自
転

車
を
見
た
時
は
寒
気
が
し
た
。
あ
な
た
は
こ
の
よ
う
な
危
険

な
使
い
方
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
▼
科
学
の
進
歩
と
共

に
、
新
た
な
機
能
を
備
え
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
続
々
と
登

場
し
て
い
る
。
腕
時
計
型
の
ス
マ
ホ
や
眼
鏡
の
よ
う
に
装
着

す
る
も
の
、
画
面
の
傷
を
防
止
で
き
る
折
り
た
た
め
る
タ
イ
プ
の
ス
マ

ホ
の
発
売
も
近
い
そ
う
だ
。
眼
球
の
動
き
で
操
作
で
き
る
ス
マ
ホ
の
研

究
が
進
ん
で
お
り
、
実
用
化
さ
れ
れ
ば
料
理
中
や
満
員
電
車
の
中
な

ど
、
両
手
が
不
自
由
な
時
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
▼
一
方
で
、「
な
が

ら
ス
マ
ホ
」
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
消
防
庁
管
内
だ
け
で

も
平
成
22
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
５
年
間
に
、
歩
き
な
が
ら
、
自
転

車
に
乗
り
な
が
ら
な
ど
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
等
に
よ
る
事
故
で
１
５

２
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た(

東
京
消
防
庁
Ｈ
Ｐ
よ
り)

。
今
年
７
月
に
は

歩
き
ス
マ
ホ
が
原
因
で
気
を
取
ら
れ
た
男
子
中
学
生
が
、
列
車
と
ホ
ー

ム
の
間
に
挟
ま
れ
て
死
亡
す
る
事
故
も
起
き
て
い
る
▼
歩
き
ス
マ
ホ

の
対
策
と
し
て
、docomo

・au

・SoftBank

は
歩
き
ス
マ
ホ
を
検
知
す

る
と
警
告
が
出
る
ア
プ
リ
を
作
成
し
て
お
り
、
対
応
し
た
ス
マ
ホ
に
は

無
料
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
は
「
歩
き
ス
マ
ホ
規
制
条
例
」
が
存
在
し
、
違
反
者

に
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
と
い
う(

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ポ
ス
ト
セ
ブ
ン
よ
り)

。

日
本
で
も
歩
き
ス
マ
ホ
注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
を
駅
な
ど
で
見
た
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
取
り
締
ま
る
規
則
は
ま
だ
な
く
、
対
策

が
遅
れ
て
い
る
状
況
だ
▼
自
分
自
身
も
、
見
知
ら
ぬ
場
所
に
行
く
と
き

に
ス
マ
ホ
で
道
を
調
べ
な
が
ら
歩
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
、
便
利
で
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
は
ず
の
ス
マ
ホ
で
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
。
一
度
自
分
の
使
い
方
を
見
直
し
、
ス
マ

ホ
を
安
全
に
使
い
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

蓮) 

ク
ロ
『WINDING 

ROAD

』
を
ア
カ

ペ
ラ
で
熱
唱
。
圧
巻
の
歌
唱
力
だ

っ
た
。 

後
夜
祭
で
一
番
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
の
は
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
ン
ガ

ン
伝
言
ゲ
ー
ム
。
会
場
は
笑
い
の

に
も
ヨ
ー
ヨ
ー
を
１
つ
貰
う
こ
と

が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し

そ
う
に
挑
戦
し
て
い
た
。 

的
あ
て
で
は
的
の
豚
の
表
情
に

よ
っ
て
得
点
が
異
な
っ
て
お
り
、

ユ
ニ
ー
ク
な
顔
を
し
た
豚
も
見
ら

れ
た
。
取
材
中
は
、
ゲ
ー
ム
の
順
番

待
ち
を
し
て
い
る
お
客
さ
ん
で
教

た
。
真
剣
な
面
持
ち
で
部
員
が
入

場
し
、
基
本
の
移
動
や
杉
板
割
り
、

形
な
ど
を
披
露
し
て
い
く
。 

特
に
会
場
が
盛
り
上
が
っ
た
の

今回の錦城祭で初出店をしたクッキン

グ同好会。用意した２種類の唐揚げを２日

間で７９８人分売り上げた。販売を始める

とすぐに長蛇の列ができ、あっという間の

売り切れに買えなかった、と残念がる声も

聞こえてきたほどの人気の商品となった。 

代表の宮下桃佳さん(２Ａ)は錦城生以

外にも一般の方が大量買いをするケース

上「唐揚げを調理す
るクッキング同好会
のメンバー」 

 

下「整理券と商品を
交換する来場者」 

観客の前で華麗な演舞を披露する 

司
会
を
務
め
た
新
宝
改
革 

キレのあるダンスを 

披露したＫＢＺ 

一口サイズの 

あつあつミニ小籠包 

もちもち食感の焼うどん 

も多かったと話し、２日目はそれに対応するために一人２個までに限

定したという。人数が少ない中で、揚げる作業が間に合わないなどの

大変なこともあったそうだが「『美味かった』とたくさんの人に声を掛

けてもらえてとても嬉しかったし、達成感でいっぱいです」と笑顔で

振り返った。                       (和) 

色とりどりの「ヨーヨーすくい」 

は
、
２
年
生
の
瓦
割
り
、
バ
ッ
ト
折

り
だ
。
成
功
す
る
度
に
会
場
か
ら

は
「
す
ご
い
」
の
声
が
聞
こ
え
、
大

き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
部

員
に
よ
る
ル
ー
ル
説
明
の
後
に
見

る
組
手
試
合
は
力
強
い
迫
力
が
感

じ
ら
れ
、
観
客
は
目
を
見
張
っ
て

い
た
。 

 

観
客
と
一
体
化
し
た
演
奏 

 

錦
城
祭
両
日
と
も
に
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
室
内
楽
部
の
「
弦
楽
器

の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
。
『
愛
を

込
め
て
花
束
を
』
な
ど
の
有
名
曲

が
演
奏
さ
れ
た
。 

特
に
会
場
が
沸
き
上
が
っ
た
の

は
、
サ
ン
ト
リ
ー
緑
茶
伊
右
衛
門

の
Ｃ
Ｍ
で
も
使
わ
れ
て
い
る
久
石

譲
作
曲
『Oriental 

Wind

』
。
難

易
度
の
高
い
曲
で
は
あ
る
が
、
各

パ
ー
ト
が
織
り
な
す
芯
の
あ
る
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
、
演
奏
が
終
わ
る
と

客
席
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ

っ
た
。 

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
お
な
じ
み

の
『
情
熱
大
陸
』
を
披
露
。
カ
ウ
ン

ト
に
合
わ
せ
、
部
員
が
楽
し
そ
う

に
演
奏
す
る
姿
に
観
客
も
手
拍
子

で
参
加
し
て
い
た
。 

おとぎ話の世界観を 

トロッコで体験 

３Ｋ「喫茶 さんけい堂」は店員が大正時代の女子学生

のような袴を着て、和の雰囲気を演出していた。商品の「た

いやきあいすくりん」はバニラと抹茶アイスクリームの２

種類。アイスの味によって乗せられるトッピングが変わ

る。ソースは４種類から選べ、自分好みの味付けにするこ

とが出来る仕組み。カップには「すてきな一日を」などの

メッセージがあり、食べると優しい気持ちになれた。 

中庭の一角で小籠包を販売していたのは２Ｆの

「Welcome to China」。ミニサイズの小籠包にかぶりつ

くと、中から熱い汁がじゅわりとこぼれ出す。出来立て

を提供されるこの一品は、肌寒さを吹き飛ばすほどの温

かさだった。メニューは２個入り１００円、４個入り２

００円の２種類から選ぶことができた。２日目にはリピ

ーターも現れるほどの人気ぶりをみせた。 

バスケコートで焼きうどんを販売していた１Ｋ「焼き

うどん～池神亭～」。小平市で古くから食べられている糧

うどんを使っている。うどんならではのもちもち感を楽

しむことが出来る一品だった。サイズは大盛と並盛の２

つから選ぶことが出来る。ニンジンやキャベツ、豚肉な

どが入っていて具だくさん。かつお節もうどんと上手く

合わさり風味を引き出していた。      (泰・槿) 

 

たいやきあいすくりん 

小籠包 

焼うどん 

見
た
目
も
か
わ
い
い
メ
ニ
ュ
ー 



（２） 
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一番感謝しているのは、砂ま
みれになりながらも泥臭く自分に
パスを出してくれたチームのみん

なです。準決勝の相手は春球大で

勝てなかったクラスだったのですが、春からずっと一緒に過

ごしてきたみんなの団結力が優勝につながったと思います。

決勝点を決めたときはただ嬉しい気持ちでした。ゴールに近

い部分に的を絞り、こぼれ球を決

めるという、はじめから狙ってい

たシチュエーション通りになって

よかったです。２Ｄのメンバーを

はじめ、応援してくれたみんな、あ   

りがとう！ 

 

 

ＭＶＰ 松本颯くん 

ＭＶＰ 森佑芽さん 

ＭＶＰに選ばれてとても嬉し
いです。試合前は皆でしりとりを

してリラックスした状態で試合に

臨めるようにしました。試合中、プ
レッシャーに負けそうになったり、相手に押されたりしてい

る時でも、皆からの声援で元気をもらえました。また一人ひと

りが傷だらけになるくらい、強い気持ちでボールを取りに行

けていたのも勝因の１つだと思います。高校生活最後の球技

大会で念願の優勝ができたのは本当にクラスの皆のおかげ。

感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとう！！ 

 

試合前には必ず円陣を組むことで気持ちを１つにしていました。試合
が始まると、チームメイトがボールを追って走る姿や友達の歓声にすご

く励まされました。勝因は何よりチームワークの良さだと思います。春

球大での悔しい思いを果たせるように、１人でイメージトレーニングを

したり、みんなでたくさん練習したりした成果が出ました。決勝戦まで
はシュートがうまく入らずチームに迷惑をかけていたので、とにかくみ

んなに感謝したいです。ありがとうござい

バスケで球大３連覇を決めた今年

の春球大のときから４連覇しようと

決めていたので、今は素直に嬉しい

です。相手に７点リードされる場面ＭＶＰ 渡邊優貴くん 

点の取り合いとなった３Ⅼと３Ｇ

の頂上決戦。第１ピリオドは３Ｇが

主導権を握る展開に。序盤に３Ｇは

５点を失うも、巧みなパス回しで３

Ｌの厚い壁をかいくぐりゴールに近

づく。計３本のスリーポイントシュ

ートなどで結果的に６対１１と３Ｇ

のリードでこのピリオドを終えた。 

第２ピリオドは対照的に３Ⅼが反

撃の狼煙を上げる。素早いパス回し

で３Ｇを翻弄し、１５対１６と１点

差まで追い上げに成功した。 

会場のボルテージが最高潮に達し

た第３ピリオド。ここでも３Ｌが第

２ピリオドの勢いそのまま、開始３分までの５連続シュートで試

合を一気にひっくり返す。３Ｇも相手の攻撃を阻み追撃を試みる

が、安定のシュート成功率を誇った３Ｌが２９対１９で逃げ切り、
見事栄冠を手にした。去年からメンバーが
変わっていない３Ｌがこの優勝で春

秋通じて、男子バスケットボール４

連覇を達成した。    (李・梅) 

素早い動きで一気にシュ
ートまで持っていく３Ｌ 

３Ｉ対２Ｄの女子バレーボール決勝

戦は最後まで展開が読めない試合が繰

り広げられた。第１セットは２Ｄの先制

攻撃で始まり、続けて７点入れる。その

後もたて続けに点を稼ぎ１対１３と２

Ｄがリードをしたが、３Ｉも

負けじとラリーを繋ぐ。２Ｄ

にサーブ権が回ると、そのま

ま点を入れ４対１５と２Ｄ

が大幅にリードを残し前半

戦は終了した。 

第２セットでは先制点は

２Ｄに取られるも、ネット際

の攻撃で３Ｉは６対１と一

気に引き離す。両者の点差が

中々埋まらないまま１１対４でタイムアウトを挟む。試合が再開

し２Ｄも反撃するが１５対６で第２セットは３Ｉが勝利した。 

試合は第３セットにもつれ込み、両者一歩も譲らない中、先に

流れを作ったのは３Ｉ。力強いラリーが繰り広げられ８対５でコ

ートチェンジになる。２Ｄも差を縮めていくが３Ｉの粘り強さを

突破できず１５対８で３Ｉが守り抜き 、女バレ決勝は３Ｉの勝

利で幕を閉じた。(泰・和) 

安定したサーブを相手側に 

打ち込む３Ｉ 

ＭＶＰ 遠藤亜可理さん 

ＭＶＰ 八島有輝くん 

まま先制点を取る。その後も２Ｈは連続シュートやフリー

スローで点を重ねる。２Ｃも反撃を試みるが差はなかなか

縮まらず、２Ｈが優勢のまま、１９対８で第１ピリオドが

終了した。 

第２ピリオドでも２Ｈの勢いは止まらず、スリーポイン

トシュートなどで２６対８とさらに差は広がる。しかし２

Ｃも負けじとボールをカットし、どちらも譲らぬ展開に。

２Ｈ対２Ｃの決勝戦は２

Ｈボールからスタート。２

Ｈは一気にゴールまでボー

ルを持っていき、勢いその

第３ピリオドへ持ち込まれた。 

コートチェンジ後の第３ピリオド

では、ついに２Ｃがスリーポイントシ

ュートを決める。その後はどちらのチ

ームも点を取り合う。激しい攻防の

後、最終的には３５対１７と２Ｈが２

Ｃに大きく差をつけて試合は終了。正

確なシュートで点を重ねた２Ｈが優

勝となった。     (英・槿) ２Ｃのパスカットを狙う２Ｈ 

 

２Ｄのボールから必死に逃げる３Ｉ 

続で当ててリード、内野数は４対１とな

る。最後は２Ｄがボールを取り損ね、３Ｉ

が第１セットを獲得。次のセットに向けて

３Ｉ対２Ｄのドッジボール決勝戦

は２Ｄがジャンプボールを決め、始ま

った。前半は両チーム譲らない激しい

攻防が続く。会場は両者のボールのス

ピード、威力、チームワークの高さに

圧倒され、熱気に包まれた。３Ｉが連

春季も秋季もみんなで優勝できた

ので嬉しかったです。今回の球技大会で最も印象に残っている

のは準決勝の相手、２Ｅのソフトボール部員が強力だったこと。

でも、みんな避けるのが上手かったので問題ありませんでした。

また、春季のＭＶＰだった安里さんは全体を通してみんなに声

をかけながらも、狙った人をきちんと当ててくれました。試合

前も緊張はしていたけれど、互いにケアをしあって悪い雰囲気

は無く、今までで一番良い球技大会だったと思います。 

１年生の頃から男バレに出ていたのですが、いつも負けてしまって
いたので今回の優勝はとても嬉しかったですね。最初は信じられませ

んでした。実は今回は春球大よりも練習出来ていませんでしたが、負

けていても強気で積極的にプレーすることで得点に繋げることが出来

ました。また得点が入るごとにチームメイトの１人が考えてくれたパ

３Ｃの力強いスパイクを 

ブロックする３Ｅ 

 

ドリブルで相手を抜く２Ｄ 

 

フォーマンスをすることで、より一層気

持ちが高まりました。周りやクラスメイ

トの応援も心強く励みになりました。 

３Ｅ対３Ｃの決勝

戦は手に汗握る熱い

試合となった。試合は

３Ｅの強烈なサーブからスタート。第１セットの序盤はお互い拮抗する

も、３Ｅがなんとか２ポイント連続得点するなど点を紡いでいく。しかし、

３Ｃは猛攻撃で９点を連取する。３Ｅが１点を返すも、３Ｃが１５対７で

第１セットを奪った。 

 第２セットは３Ｅが得点を先取。力強いスパイクをタイミングよくブロ

ックで止め、ネットインしたボールを足で拾うなど、このセットでは選手

たちの素早い動きが光った。一進一退の攻

防が続くも相手のミスにより３Ｅが１５対

１１でセットを獲る。 

 優勝が決まる第３セットでは、３Ｃが４

連続で点を取る。しかし、３Ｅがアタック

を決めたことで試合の流れが変わり、その

まま３点を連取。激しい打ち合いの末、３

Ｅがアタックを何度も決め４点を取る。３

Ｃが試合の雰囲気を変えようとタイムを取

るも、最後は３Ｅのブロックにより優勝が

決まった。          (薫・葵) 

援 席 から は

「１か所に固

まるな、広が

れ」と声が聞

こえた。ここ

で試合の流れ

は変わり、３

Ｉの内野は積

極的にボール

２９対１２で勝負は

ました！ 

 ２Ｄ対２Ｋの決勝戦は２

Ｄのキックオフから始まっ

た。開始早々２Ｋがスローイ

ンからゴールを狙うもボー

ルはわずかにゴールから逸

れ、得点とはならない。試合

中盤、２Ｄもゴール際までボ

ールを持っていくが、ぎりぎ

りでゴールには入らなかった。そのまま両者得点には至らず、試

合は拮抗。終盤は２Ｄが優勢となり、２Ｋゴール際でのプレーが

続く。前半終了間際、２Ｄがこの試合初のゴ

ールを決め、１対０で前半は終了した。 

 そして迎えた運命の後半戦。後半が始まっ

てすぐ２Ｄが鋭いボレーシュートで再び得

点し、２対０と２Ｄがリードを広げる。２Ｄ

のペースになりつつある中、２Ｋが意地のゴ

ールを決めると、大きな歓声が上がった。そ

の後も２Ｋはゴール際まで迫るが、キーパー

に阻まれ得点にはつながらない。２Ｋは攻め

続けるも試合は２対

１で終了し、２

Ｄが優勝を勝

ち取った。 

(柊・巴) 

 

ＭＶＰ 秀徳冴子さん  

２Ｄは円陣を組み、話し合いをしていた。 

続く第２セットは３Ｉのボールからスタート。

攻防は続くも、２Ｄはボール交換の５秒前で３Ｉ

の１人を当てるなど踏ん張りを見せる。３Ｉの応

をキャッチ、そして外野とのパス回

しで２Ｄを攻める。残り１人となっ

た２Ｄも向かってくるボールをキャ

ッチし続け、観衆を沸かせる。最後は

２Ｄが足元を狙われ試合は終了。長

く続いた戦いは３Ｉが制した。              

(菘・薊) 

もありましたが、ディフェンスなら相手のシュートを確実に止

めたり、攻撃なら３ポイントのようなギャンブルではなく２ポ

イントを確実に取ったりと出来ることをしました。私たちのク
ラスは２年生の時からクラス替え

がなく、加えて出場したメンバー

もほとんど変わらなかったので他

よりも強いチームが作れたのも勝

因の１つだと思います。 
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